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事務局（統括） 米村幸純さん 

交通死ゼロをめざして  

TAV交通死被害者の会（大阪府大阪市） 

 

自助努力の会 

TAV交通死被害者の会（以下、「TAV」）は、

交通犯罪によって大切な家族を奪われた遺族と

重度後遺障害を負った被害者の家族が運営する

自助努力の会で、関西を中心に活動している。「交

通犯罪によって毎年多くの大切な命が奪われて

います。わが身にふりかかって初めて、その悲し

みや苦しみの深さを知らされます。私たちは、不

幸にしてそうした経験を負わされたために、被害

者遺族が抱える様々な問題と向き合ってきまし

たが、その経験を活かし、『こころ』のサポート

や、被害者の立場に立った法律相談・裁判支援、

司法制度改善に関する各方面への意見具申など

を行なっています。交通犯罪による被害者や遺族

が、苦しみに耐えていくために支え合う場をつく

ることを活動の中心とし、個人の利益だけを求め

る場ではなく、傷ついた心を癒し、会の一員とし

て他人を思いやり、心を少しでも社会に戻せるよ

うに努めています。」 

平成 11年の設立時には 85家族ほどだった会員数も、現在では約 150家族へと倍増し

ている。「突然の被害に遭った多くの被害者遺族は立ち上がる気力もなく、そのための

場を求めることさえできない状況に陥ります。立ち上がるための場を積極的に提供して

いくことは非常に大切なことです。TAVは、会員同士を繋ぐことで、会員を支えます。」 
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事務局 森本祐二さん 

被害者同士が、体験を語り、支えあう場 

TAVでは、自助努力による被害者支援を行うのみならず、交通犯罪を取り巻く現行

制度の改善、二度と同じような被害が出ない社会の実現をめざしている。交通死ゼロを

めざした社会への発信とともに、活動の柱となっているのが、会員同士の相互支援によ

る「こころのケア」だ。 

隔月で開催される定例会などの場で、会員が互いに事件の体験を話し、それを聴き、

時にアドバイスする。互いに体験を語り合う中で相互カウンセリングともいえる状況が

生じる。そして、慰め、励まし合う過程で相互信頼が生み出され、自発的な相互支援活

動へとつながっていく。会員になれば自動的に支援が得られるというわけではない。「私

たちは組織や団体ではなく、個人の集まりです。なので、会が会員の前に出て、動員を

かけたり、リーダーシップをとったりすることはありません。会員が自ら決断し、行動

するとき、他の会員がこれを支援する。被害者

の立場と経験に基づいた対応方法を互いに教

え合い、署名活動や裁判の傍聴支援などを行う。

TAVの機能はこのような支援の輪が生じる場

を提供することなのです」。 

 専門家の協力も得て、法律相談やカウンセリ

ングなども行っているが、一方で会員は、被害

者が直面すること、悩むこと、望むことについ

ては、理屈ではなく経験で理解しており、専門

家にはできない協力・支援が提供できる。「常

に共にあり、共に泣く、そして共に考え、共に

活動する。ここに上下の関係はありません」。 
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野瀬欣廣さん 

交通死ゼロをめざして 

 一方で、近年さらに活動を活発にしているの

が、交通死ゼロの社会実現に向けた社会活動で

ある。最終目標は社会から交通犯罪を撲滅する

こと。そのための普及啓発活動を精力的に行う。

「交通事故は犯罪です。年間何千人という最も

多くの生命を奪っている犯罪です。それを単な

る事故として処理してしまう。そこには命に対

する尊厳はなく、クルマ社会に対する安易すぎ

る容認と、交通事故は仕方がないというあきら

めに似た寛容さがあるだけです。この状況を変

えなければならない」。 

 TAVでは、毎年春と秋の交通安全運動には、

大阪府門真運転免許試験場、愛知県平針運転免

許試験場、滋賀県守山免許センターで、安全運転啓発チラシの配布とパネル展示を行う

街頭活動を展開している。また、2007年からは、国連が 11月の第 3日曜日に定めた「世

界道路交通犠牲者の日」に啓発活動を行なっている。そして、交通被害を未然に防ぐた

めのまちづくりの方法や、法改正などにも積極的に発言をしている。 

会員は、怒り、嘆き、悲しみのエネルギーを、交通死ゼロという大きな目標に向けて

活動を行っている。 

「一人ひとりが真正面から交通犯罪に相対したとき、交通死ゼロはきっと叶えられま

す。交通死ゼロが実現して、TAVに入会する人がいなくなり、役割を終えて解散する。

それが我々の最終目標です」。 

 

※ TAVでは、会員の実体験に基づいた、理解しやすい「交通死被害者対策マニュア
ル」を制作・提供しています。当会ホームページから PDFデータが入手できます
（http://tav-net.com/siryo/manual_ver02.pdf）。 

連絡先 

TAV交通死被害者の会 
〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満 4-7-12昭和ビル別館 305号 
電話：06-6362-7225（土曜日午後 1～3時のみ） 
URL： http://tav-net.com/  tav@wai-y.com 

http://tav-net.com/

